
黙示録17章は聖和後、ＴＭと悪徳幹部組織と霊界のＴＦと地の主の軍勢との戦いの進展を預言した章

大
淫
婦
＝
韓
オ
モ
ニ

多
く
の
水
＝
悪
の
組
織

地
の
王
＝
家
連
権
勢
組
織

姦
淫
を
行
う
＝
金
で
魂
を
売
る

地
に
住
む
人
々
＝
家
連
の
人
々

姦
淫
の
ブ
酒
＝
堕
落
の
毒
酒

酔
い
し
れ
る
＝
原
罪
毒
が
回
る

赤
い
獣
＝
サ
タ
ン
に
乗
っ
取
ら

れ
た
家
庭
連
合）

大
い
な
る
バ
ビ
ロ
ン
＝
清
平
聖
地

神
を
汚
す
数
々
の
名
＝
Ｔ
Ｆ
を

否
定
と
Ｔ
Ｍ
再
臨
論
・
Ｔ
Ｍ

神
様
論
・
Ｔ
Ｆ
の
遺
言
と
伝

統
の
破
壊
と
変
更
す
る
神
聖

冒
涜
の
行
い

淫
婦
ど
も
＝
金
で
魂
を
売
る
輩

地
の
憎
む
べ
き
者
と
ら
の
母
＝

主
を
背
信
す
る
権
勢
組
織
が

神
格
化
す
る
韓
オ
モ
ニ

女(

韓
オ
モ
ニ)

が
聖
徒
の
血

（
祝
福
家
庭
の
血）
と
イ
エ
ス

の
証
人
の
血（
再
臨
主
を
証
す

食
口
の
血）
に
酔
い
し
れ
る

（
神
の
血
統
の
血
を
吸
い
取
り
、

悪
魔
の
血
統
＝
有
原
罪
に
変

え
る）
の
を
見
た
。

驚
き
あ
や
し
ん
だ
＝
主
の
花
嫁

が
何
故
、
エ
バ
の
様
に
サ
タ
ン

の
妻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か

!

彼
ら（
家
庭
詐
欺
連
合）
は
小

羊（
霊
界
の
Ｔ
Ｆ
と
一
体
の
後

継
者
亨
進
様
を
示
す）
に
戦
い

を
い
ど
ん
で
く
る
が
、
小
羊
は

主
の
主
、
王
の
王（
Ｔ
Ｆ
か
ら

王
権
の
権
能
を
相
続
し
て
い

る
亨
進
二
代
王
様）
で
あ
る
か

ら
、
彼
ら（
家
庭
連
合）
に
う
ち

勝
つ
。
ま
た
、
小
羊（
亨
進
様
第

二
王）
と
共
に
召
さ
れ
た
、
選

ば
れ
た
、
忠
実
な
者（
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
教
会
の
食
口）
た
ち

も
、
勝
利
を
得
る
。

淫
婦
の
坐
つ
て
い
る
所
＝
韓
オ

モ
ニ
の
世
界
の
中
心
の
都
・
清

平
聖
地

裸
に
し
＝
韓
オ
モ
ニ
の
権
力
の

着
物
を
剥
ぎ
取
る

み
じ
め
な
者
に
し
＝
韓
オ
モ
ニ

を
み
じ
め
な
思
い
に
さ
せ
る

彼
女
の
肉
を
食
い
＝
韓
オ
モ

ニ
の
財
産
を
使
い
果
た
す

火
で
焼
き
尽
く
す
＝
み
言
の
審

判
の
裁
き
が
下
さ
れ
る

十
の
角
（
十
人
の
略
奪
幹
部
ら
）

と
獣
（
サ
タ
ン
に
乗
っ
取
ら
れ

た
家
庭
連
合
）
の
奥
義
（

T
F

を
恨
み
と
権
勢
欲
で
サ
タ
ン

に
魂
を
売
っ
た
韓
オ
モ
ニ
と

オ
モ
ニ
を
利
用
す
る
略
奪
組

織
の
秘
密
）

神
は
御
言
が
成
就
す
る
時（
最

後
の
審
判
が
な
さ
れ
る
時）
ま

で
、
彼
ら（
家
庭
連
合
の
食
口）

の
心
の
中
に
み
旨（
亨
進
様
側

を
異
端
排
斥
を
み
旨
と
考
え

反
対
運
動）
を
行
い
、
思
い
を

ひ
と
つ
に
し
、
彼
ら
の
支
配
権

を
獣（
背
信
す
る
悪
徳
勢
力
組

織）
に
与
え
る
思
い
を
持
つ
様

に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
貴
方

の
見
た
か
の
女（
韓
オ
モ
ニ）

は
地
の
王
た
ち
を
支
配
す
る

大
い
な
る
都（
韓
オ
モ
ニ
の
住

む
清
平
聖
地）
の
事
で
あ
る
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黙示録に登場する人物は、再臨のイエス（文鮮明師）に関

係する、神の摂理に大きく関わる女性でなければなりませ

ん。世界中の女性の中で主の花嫁である韓鶴子女史は

主と深く関わり、又、女王の位に立っている女性は韓オモ

ニしか探す事が出来ませんでした。しかし、女王ならエリ

ザベス女王をあげたい食口もいるかもしれませんが、再

臨主と関係が殆どありませんし、統一運動のその組織の

人々とも殆ど関わりがありませんので、その女性に無理

やり結び付ける事は出来ません! 残念な信じ難い結論で
すがバビロンの大淫婦は韓オモニと言わざるを得ません。

黙示録18章は小羊（TFと後継者・亨進様）に戦いを挑んだ大淫婦（韓オモニ）と従った獣ら（家庭連合）の崩壊の預言

も
う
ひ
と
り
の
御
使
（
第
二
代
亨

進
様
）
が
、
大
い
な
る
権
威
を

持
っ
て
、
天
か
ら
降
り
て
来
る

の
を
見
た
。
地
は
彼
（
亨
進
様
）
の

栄
光
に
よ
っ
て
明
る
く
さ
れ
た
。

彼
は
力
強
い
声
で
叫
ん
で
言
っ

た
『
倒
れ
た
、
大
い
な
る
バ
ビ
ロ

ン
（
韓
オ
モ
ニ
の
都
）
は
倒
れ

た
。
』

《
‥
中
略
‥
》

全
て
の

国
民
（
韓
オ
モ
ニ
を
信
じ
る
家
庭

連
合
の
食
口
）
は
彼
女
（
韓
オ
モ

ニ
）
の
姦
淫
（
主
と
別
れ
サ
タ
ン

と
関
係
を
持
つ
）
に
対
す
る
激
し

い
怒
り
の
ぶ
ど
う
酒
（
祝
福
の
血

統
を
喪
失
さ
せ
る
怒
り
の
毒
酒
）

を
飲
み
、
地
の
王
た
ち
（
悪
徳
幹

部
達
）
は
彼
女
（
韓
オ
モ
ニ
）
と
姦

淫
（
主
を
背
信
し
金
と
権
勢
に
魂

を
売
る
）
を
行
い
、
地
上
の
商
人

た
ち
は
、
彼
女
（
韓
オ
モ
ニ
）
の
極

度
の
ぜ
い
た
く
に
よ
っ
て
冨
を

得
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
女
の
罪
（
神
聖
冒
涜
の
罪
）
は

積
り
積
っ
て
、
天
に
達
し
て
お

り
、
神
は
そ
の
不
義
な
る
行
い

を
覚
え
て
お
ら
れ
る
。

『
わ
た
し
の
民
（
再
臨
主
を
信

じ
る
食
口
）
よ
、
彼
女
（
韓
オ
モ

ニ
）
か
ら
離
れ
去
っ
て
、
そ
の

罪
（
神
聖
冒
涜
の
罪
）
に
あ
ず
か

な
い
よ
う
に
し
、

そ
の
災
害
（
祝

福
の
神
の
血
統
が
サ
タ
ン
の

血
統
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る
災

害
）
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

せ
よ
。

清
平
は
Ｔ
Ｆ
が
聖
和
す
る
前

は
神
側
の
役
事
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
訓
母
様
（
金

孝
南
）
の
清
平
グ
ル
ー
プ
の
公

金
横
領
発
覚
が
意
味
す
る
様

に
サ
タ
ン
と
悪
霊
の
巣
く
つ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

彼
女
（
韓
オ
モ
ニ
）
の
し
た
と
お

り
に
彼
女
に
仕
返
し
を
し
、
そ

の
し
わ
ざ
に
応
じ
て
二
倍
に
報

復
を
し
、
彼
女
が
混
ぜ
て
入
れ

た
杯
（
天
一
国
聖
酒
は
サ
タ
ン

の
血
統
に
引
き
戻
す
毒
入
聖
酒

と
亨
進
様
は
言
わ
れ
て
い
る

杯
）
の
中
に
、
そ
の
倍
の
量
を
、

入
れ
て
や
れ
。

彼
女
（
韓
オ
モ
ニ
）
は
心
の
中

で
『
私
は
基
元
節
の
時
に
戴
冠

式
で
女
王
の
位
に
座
し
た
。

（
本
当
だ
っ
た
ら
、
再
臨
主
で

あ
る
夫
を
亡
く
し
、
女
や
も
め

に
な
っ
て
悲
し
み
の
中
に
あ

る
は
ず
で
す
が

?
）
韓
オ
モ
ニ

は
女
王
に
な
っ
た
喜
び
で
悲

し
み
を
知
ら
な
い
』
と
言
っ
て

い
る

家
庭
連
合
の
中
央
集
権
組
織

の
神
の
裁
き
に
よ
る
崩
壊
に

よ
っ
て
、
神
と
人
と
の
直
接
の

交
流
が
許
さ
れ
る
信
仰
の
自

由
と
摂
理
献
金
と
言
う
名
の

献
金
奴
隷
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

解
放
が
な
さ
れ
た
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
様
に
な
る

亨進様は自らの産みの母である韓オモニを、サタン勢力組織から取り戻す為

の戦略しとて、韓国本部ヘの献金を断つ事を指示されています。家庭連合は資
金が枯渇して来ている現れとして、水沢里研修所の歴史的聖地を食口の猛反発を受

けながらも売却されました。米国ではニューヨーカーホテルは99年賃貸として貸し出さ
れました。こんな資金不足の中、韓オモニの鮮鶴苑建設の摂理献金と言う名の献金奴

隷化が食口を待っています。しかし、それが完成する前に黙示録が預言する韓オモニ

に対して厳しい天の裁きは一瞬にしてその計画を破壊する事でしょう! お母様を早く
取り戻し、ＴＦと亨進様の元に戻って来て頂くには、全食口が献金を一時ストップさ

せて資金を断つ事です。彼らは金が入らなくなったら、彼らは黙っていても自

ら家庭連合から出て行く事でしょう! 
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